
チャレンジ ～ リサイクルサービス科 第31回コカ・コーラ環境教育賞「企画・研究部門」最終選考への道 

 

【応募団体名】 

 市立札幌豊明高等支援学校 

 

【企画・研究名】 

 高等支援学校リサイクルサービス科での学習から考える環境問題 

 

【活動規模】 

 本校のリサイクルサービス科は、1年生 8名、2年生8名、3年生 7名が所属し、週に9時間程度、将来の就労に向けた専

門教科実習として、OA機器の解体・金属等の分別を中心とした学習活動を行い、その中で資源の枯渇問題やリサイクルの現

状についての意識を高めつつ日々の学習を行っている。 

 

【活動概要】 

 本校のリサイクルサービス科は、生徒が将来の就労を目指し、企業の協力の下、OA機器の解体や校内の古紙の回収・選別、

ペットボトルキャップの回収・洗浄など、リサイクルに関わる学習を行っている全国にも珍しい学科である。年間 1万台のOA

機器を解体して、金属等を種類ごとに分別し、企業に返却することで資源の再利用に貢献している。また、海水浴場でのごみ

拾いも行っている。 

 

【企画・研究の概要】 

① 札幌市初のPark-PFI 事業（地域の百合が原公園一部民営化にともなう整備運営事業）に参画する企業とコラボレーシ

ョンし、ペットボトル容器キャップを洗浄・選別したものを粉砕し固めて作成したごみ箱等を公園内に新設される施設に設

置することを目指した試み 

② 札幌市内の3企業の協力を得て、OA機器を解体して金属等を分別し、企業に返却することで資源の再利用に貢献する

学習活動から考える「使う責任（SDGｓ12）」や資源の枯渇問題、リサイクルの現状を考える試み 

③ 「海のクリーンアップ大作戦」（海水浴場でのごみ拾いなどの活動）から考える気候変動等の地球環境を考える試み 

④ 保護者や地域の方の協力を頂いて、昨年の学校祭実施したリユースショップから「つかう責任（SDGs１２）」を考える試み 

全国的にもあまり例のない学科であるリサイクルサービス科で、生徒が将来の就労を目指して取り組んでいる上記の①から

④の視点により環境問題について考える。 

 

本校リサイクルサービス科の活動が、環境の保全や美化等に関する顕著な活動を顕彰する「第 31回コカ・

コーラ環境教育賞」最優秀賞の最終選考に、大学院のゼミ学生などと並んで、全国の高等支援学校で唯一ノ

ミネートされました。 

10月 11日（土）にオンラインで行われた選考会では、生徒の声でプレゼンテーションを行いました。その

結果は、惜しくも入賞を逃しましたが、このチャレンジこそが最も大切だったと私は考えています。つまり、今

自分たちが学んでいることが社会の役にたっていると、生徒たちが実感することが大切なのだと考えている

のです。  

全国には様々な探究をしている仲間がたくさんいます。その仲間たちと肩を並べて、自分が直面している

大きな壁に、どんな思いで臨み乗り越えようとしているのかを共に考え向き合えたこと、その瞬間を共有で

きたことが何より素晴らしいと思うのです。 

 本校の学習活動が、今と未来の、そして、自分とみんなのウエルビーイングに繋がっていることに改めて気

づかされたチャレンジだったと思います。リサイクルサービス科のみなさんに大きな拍手を送ります。 

 今回はリサイクルサービス科のチャレンジについて紹介しましたが、豊明高等支援学校の生徒が、これから

も「チャレンジャー」であり続けてほしいと願っています。 


